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新年度がスタートして、早くも一か月が過ぎました。子供たち

は、新しい担任の先生や友達との出会いの中で、期待と少しの

緊張を胸に、毎日を元気に過ごしています。登校時に交わされる

「おはようございます！」の元気なあいさつは、私たち職員にとっ

ても一日の大きな励みとなっています。子供たちが安心して学校

生活を送れていることを、日々の様子からうれしく感じています。

さて、先日、本年度最初の PTA 総会を開催しました。お忙しい時期にもかかわらず、多くの保護
者の皆様にご参加いただき、心より感謝申し上げます。総会の中では、今年度の学校教育方針や牧

之原小学校の取組目標について説明させていただきました。

本校の今年度の学校教育目標は、「夢を持ち、自ら考え、共に学び高め合う子供の育成」です。

この目標には、三つの願いを込めています。

一つ目は、「夢を持つこと」です。夢を持つことで、子供たちはさまざまなことに挑戦しようとする前

向きな気持ちを育みます。夢が大きくても小さくても構いません。「やってみたい」「なりたい」という思

いこそが、成長の原動力になると考えています。

二つ目は、「自ら考える力を伸ばすこと」です。挑戦の中では、うまくいかないことや失敗することも

あります。しかし、その経験こそが学びとなり、「できた」「乗り越えられた」という実感が自己肯定感を

高めていきます。学校では、失敗を恐れずに挑戦できる環境づくりを大切にしていきます。

三つ目は、「共に学び、高め合うこと」です。友達との関わりを通して、考えの違いに気付き、互い

を認め合い、刺激し合いながら成長してほしいと願っています。人とのつながりの中でこそ、豊かな心

が育まれていきます。

ぜひご家庭でも、将来の夢についてお子さんと話す時間をもってみてください。「すごいね」「きっ

となれるよ」と温かく応援する言葉をかけていただければと思います。まだ夢が決まっていなくても心

配はいりません。「一緒に見つけていこうね」と寄り添っていただくことが、子供にとって大きな支えと

なります。また、家庭の中でも、さまざまなことに挑戦できる機会をつくってあげてください。挑戦し、

達成できたときには、心からほめてあげてください。うまくいかなかったときには、解決策を一緒に考

える時間を大切にしてください。子供にとって、親と過ごす時間は何よりの安心であり、幸せなひとと

きです。これからも、学校と家庭が手を取り合いながら、子供たちの成長を温かく見守っていければと

思います。今年度もご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

校長 野元 幸生

今年から家庭訪問に代わ

り、教育相談の時間を設定

しました。子たちの学校での様子や家庭での様子を伝え合い、子供が安心し

て過ごせる環境づくりにつなげていきたいと考えています。また、保護者の皆

様の願いや担任への思いを直接お聞きできる大切な機会としています。

家庭と学校が協力し合い、共に子育てに取り組んでいきましょう。

【６月の行事予定】 ※変更があった場合は，連絡いたします。
３日（水） 移動図書館 １８日（木） クラブ活動
２日（火） 認知症サポーター研修（６年）予定 ＰＴＡ総務部会
４日（木） 水泳学習開始・委員会活動 ２３日（火） 租税教室（６年）

全国小学生歯磨き大会（５年） ２５日（木） 和牛少年隊結団式・畜産体験
１２日（金） 認知症サポーター研修 ３０日（火） ４校時授業

②（６年）予定
１５日（月） 家庭学習強調週間

（～１９日）

４月１７日は、ＰＴＡ総会と第１回学
級ＰＴＡが行われました。ＰＴＡ総会
では、新体制についての説明があり
ました。令和８年度のＰＴＡスローガン
は、「支え合う ちょうどいい ＰＴＡ」
です。ＰＴＡ会員全員で支え合いな
がら、無理のない活動を進めていくことを目指しています。子
供たちの健全な育成のためには、学校と家庭との連携が欠か
せません。保護者と教職員はもちろん、保護者同士でも情報交
換や相談を重ねながら、１年間頑張っていきましょう。ご理解と
ご協力をよろしくお願いいたします。

子供たちは、日々の学校生活の中で、知らず知らずのうちに体力づく

りを行っています。朝の時間や昼休みになると、校庭では鬼ごっこや縄

跳び、ドッジボール、野球、サッカーなど、さまざまな外遊びを楽しむ姿

が見られます。これらの遊びは、楽しみながら体を動かすことで、自然と

体力や運動能力を高めています。では、具体的にどのような力が身に

付くのでしょうか。

１ 鬼ごっこでは、走り続けることで持久力が養われるとともに、急に動き出したり方向を変えた

りすることで瞬発力が高まります。

２ 縄跳びでは、一定のリズムで跳び続けることでリズム感が向上し、心肺機能も鍛えられます。

３ ドッジボールは、投げる・逃げる・取るといった動作を通して、全身の筋力や反射神経を鍛え

ます。

４ 野球では、投げる・打つ・走る・守るという多様な動きがあり、全身運動として体力向上に効

果的です。

５ サッカーも同様に、蹴る・走る・守る動作を繰り返すことで、持久力や筋力、俊敏性を高めま

す。

また、ボールを使った運動では、瞬発力や筋力、持久力だけでなく、バランス感覚、状況を

判断する力、仲間と協力する力も育まれるとされています。

外遊びは、子供たちの脳や体の発達を促すとともに、世界を広げる大切な機会です。基礎

体力や運動能力の向上に加え、友達との関わりを通してコミュニケーション能力を育て、失敗

や成功の経験から多くのことを学ぶことができます。これからも、牧之原小学校の校庭で元気

いっぱいに走り回り、病気に負けない丈夫な体づくりに励んでほしいと願っています。


